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A B O U T  T H I S  I S S U E

ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
の
活
発
化
に

ど
う
対
応
す
べ
き
か

―
企
業
価
値
向
上
と
日
本
経
済
の
成
長
に
つ
な
げ
る
に
は

日
本
の
株
価
は
年
初
来
、
再
登
板
し
た
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
次
々
に
打
ち
出
す
関
税
引
き
上
げ
な
ど
の
影
響
を
受
け
る
展
開
が
続
い

て
い
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
こ
こ
一
～
二
年
の
株
価
水
準
は
、
よ
う
や
く
三
〇
年
前
の
過
去
最
高
ま
で
回
復
し
て
き
た
。
米
国
の
投
資
家

ウ
ォ
ー
レ
ン
・
バ
フ
ェ
ッ
ト
氏
が
日
本
の
商
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
注
目
し
、
長
期
投
資
を
始
め
た
こ
と
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
海
外
投
資
家
が
経
済
の
潮
目
を
迎
え
、
構
造
改
革
に
取
り
組
む
日
本
企
業
に
注
目
し
て
い
る
。
一
方
、
円
安
を
背
景
に
セ
ブ
ン

＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
に
対
し
カ
ナ
ダ
企
業
が
買
収
提
案
を
す
る
な
ど
、
時
価
総
額
の
大
き
な
企
業
に
対
す
る
動
き
も
出
て
き
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
内
外
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
が
日
本
の
資
本
市
場
で
動
き
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る
。
二
〇
二
四
年
の
段
階
で
、
保
有
目

的
に
「
重
要
提
案
行
為
」
と
記
載
し
た
大
量
保
有
報
告
書
は
一
三
三
件
（
日
経
集
計
）、
株
主
還
元
や
取
締
役
選
任
な
ど
の
株
主
総
会
へ

の
株
主
提
案
も
増
加
し
て
い
る
。
内
外
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
た
理
由
は
、
二
〇
一
五
年
に
制
定
さ
れ
た
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
が
定
着
し
て
、
持
ち
合
い
株
式
や
＊
政
策
保
有
株
式
が
減
少
し
た
こ
と
、
二
〇
二
三
年
に
東
証
が
「
資
本
コ

ス
ト
と
株
価
を
意
識
し
た
経
営
」
を
要
請
し
、
日
本
企
業
も
資
本
効
率
を
意
識
し
た
経
営
に
転
換
し
つ
つ
あ
る
こ
と
、
ま
た
経
済
産
業
省

か
ら
「
企
業
買
収
に
よ
る
行
動
指
針
」
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
が
底
流
に
あ
る
。
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
と
い
っ
て
も
、
投
資
先
企
業
に

対
し
て
、
短
期
的
に
配
当
引
き
上
げ
を
迫
り
売
り
抜
け
よ
う
と
す
る
者
も
あ
れ
ば
、
中
期
的
に
企
業
価
値
を
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
投
資

家
も
い
る
。
今
回
の
「
わ
た
し
の
構
想
」
で
は
、
こ
う
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
な
ど
の
動
き
の
活
発
化
を
日
本
経
済
の
成
長
の
視
点
か
ら

ど
う
と
ら
え
る
べ
き
か
、
日
本
企
業
は
こ
れ
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
、
制
度
面
の
課
題
は
あ
る
の
か
、
に
つ
い
て
資
本
市
場
に
詳
し
い
識

者
や
実
務
家
の
方
々
に
伺
っ
た
。

ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
提
案
を
受
け
る
リ
ス
ク
と
向
き
合
い
、
長
期
成
長
に
つ
な
げ
る

資
本
市
場
か
ら
圧
力
が
強
ま
る
こ
と
は
、
企
業
経
営
者
が
投
資
家
と
企
業
価
値
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
が
増
え
る
こ
と
を
意
味
し
、

日
本
企
業
の
長
期
的
成
長
を
促
し
得
る
点
で
は
、
基
本
的
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
自
ら
投
資
家
と
し
て
企
業
と
対
話

を
重
ね
て
い
る
マ
ネ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
取
締
役
会
議
長
兼
代
表
執
行
役
会
長
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当
時
）
の
松
本
大
氏
は
、
外
部
か
ら
厳
し

い
規
律
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
企
業
が
長
期
的
に
強
く
な
る
方
向
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
、
と
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、
米

国
と
比
較
す
る
と
、
日
本
は
短
期
的
利
益
を
求
め
る
投
資
家
が
目
立
つ
こ
と
は
問
題
、
と
い
う
複
数
の
識
者
の
懸
念
も
あ
る
。
そ
れ
で
も

松
本
氏
の
言
葉
の
通
り
、
こ
の
動
き
は
不
可
逆
な
も
の
で
あ
り
、
大
企
業
で
す
ら
「
資
本
効
率
を
考
え
な
い
経
営
」
と
投
資
家
か
ら
受
け

止
め
ら
れ
れ
ば
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
か
ら
様
々
な
提
案
を
受
け
る
リ
ス
ク
と
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
い
時
代
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
識
者

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
企
業
経
営
者
は
受
け
止
め
て
、
企
業
価
値
向
上
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
／
日
本
総
合
研
究
所
理
事
長

ԧ
ඦ
߹
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海
外
投
資
家
か
ら
の
注
目
、
企
業
の
長
期
的
成
長
、
投
資
家
と
企
業
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
、

東
証
の
市
場
改
革

＊
を
付
記
し
た
用
語
は
、
巻
末
用
語
集
を
参
照

を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
加
え
て
、
内
外
の
法
律
に
精
通
し
、
実
務
に
も
詳
し
い
弁
護
士
の
太
田
洋
氏
は
、
日
本
で
は
業
務
執
行
に
関
す
る

事
項
を
提
案
で
き
る
な
ど
、
欧
米
と
比
較
し
て
株
主
提
案
権
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
が
幅
広
い
こ
と
な
ど
を
問
題
視
す
る
。
法
整
備
に
よ
り

過
度
に
強
い
＊
株
主
権
の
限
定
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
の
ル
ー
ル
違
反
が
増
え
て
お
り
、
ル
ー
ル
遵
守
の
実

効
性
を
確
保
す
る
こ
と
も
重
要
と
指
摘
す
る
。
二
〇
二
〇
年
の
＊
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
の
株
主
提
案
に
対
す
る
東
芝
の
対
応
が
注
目
を
集
め

た
が
、
地
政
学
リ
ス
ク
が
拡
大
し
て
い
る
状
況
下
、
経
済
安
全
保
障
へ
の
備
え
に
つ
い
て
留
意
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
。
一
方
、
株
主
権

を
弱
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
判
断
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
識
者
の
意
見
も
あ
り
、
具
体
的
、
多
角
的
に
諸
制
度
を
点
検
、

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
投
資
家
と
企
業
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
し
、
企
業
価
値
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
、

東
証
の
市
場
改
革
の
今
後
の
取
り
組
み
に
も
期
待
し
た
い
。
活
性
化
し
始
め
た
資
本
市
場
を
、
日
本
企
業
の
中
長
期
的
企
業
価
値
向
上
と

日
本
経
済
の
成
長
に
結
び
付
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
政
府
、
企
業
経
営
に
関
わ
る
人
々
、
投
資
家
、
取
引
所
な
ど
の
市
場
関
係
者
が
そ
れ

ぞ
れ
認
識
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
課
題
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

翁
百
合
（
お
き
な
・
ゆ
り
）

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
日
本
総
合
研
究
所
理
事
長
。
京
都
大
学
博
士（
経
済
学
）。
政
府
税
制
調
査
会
会
長
。

財
務
省
財
政
制
度
等
審
議
会
会
長
代
理
、
金
融
庁
金
融
審
議
会
委
員
ほ
か
、
公
職
多
数
。

企
業
経
営
者
は
、
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
戦
略
的
対
応
を

そ
れ
で
は
、
企
業
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
か
ら
指
摘
さ
れ
る
前
の
取
り
組
み
が
重
要
、
と
株
式
市

場
を
長
年
研
究
し
て
い
る
京
都
大
学
の
川
北
英
隆
名
誉
教
授
は
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
社
外
取
締
役
な
ど
の
知
恵
を
積
極
的
に
活
用
し
、

企
業
価
値
を
高
め
る
計
画
や
施
策
を
描
き
、
取
締
役
会
で
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
踏
み
込
ん
で
議
論
す
る
、
と
い
っ
た
戦
略
的
対
応
が
必
要

と
い
う
。
企
業
の
執
行
や
社
外
取
締
役
の
経
験
が
豊
か
な
岩
田
喜
美
枝
氏
は
、
企
業
経
営
者
と
社
外
取
締
役
の
意
識
改
革
の
重
要
性
を
指

摘
す
る
。「
株
価
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
通
信
簿
」
と
い
う
意
識
が
経
営
者
に
浸
透
し
て
き
た
と
指
摘
す
る
ほ
か
、
岩
田
氏
自
身
が
投
資
家
と
の
丁

寧
な
対
話
と
情
報
発
信
を
心
掛
け
て
い
る
と
し
て
い
る
。
特
に
、
社
外
取
締
役
の
職
責
が
一
段
と
重
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
必

要
が
あ
る
。
＊
Ｔ
Ｏ
Ｂ
や
＊
Ｍ
Ｂ
Ｏ
な
ど
の
動
き
も
増
え
、
そ
の
提
案
の
是
非
を
独
立
し
て
判
断
す
る
＊
特
別
委
員
会
を
社
外
取
締
役
が
構

成
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
社
外
取
締
役
の
選
任
の
在
り
方
、
資
質
向
上
な
ど
に
多
く
の
課
題
が
あ
る
と
い
え
る
。
経
営
者
や
社
外
取
締

役
の
意
識
改
革
を
、
東
京
証
券
取
引
所
の
立
場
か
ら
こ
こ
数
年
リ
ー
ド
し
て
き
た
池
田
直
隆
氏
は
、
様
々
な
投
資
家
が
い
る
中
で
、
企
業

経
営
者
が
投
資
家
の
タ
イ
プ
を
把
握
し
て
、
中
長
期
的
な
企
業
価
値
向
上
の
視
点
で
株
主
共
同
の
利
益
に
資
す
る
も
の
か
ど
う
か
を
判
断

し
て
、
企
業
が
是
々
非
々
で
対
応
す
る
重
要
性
を
説
く
。

法
整
備
と
市
場
改
革
で
企
業
価
値
の
向
上
へ

こ
う
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
の
活
動
の
活
発
化
を
み
て
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
複
数
の
識
者
の
指
摘
の
通
り
、

＊
実
質
株
主
の
透
明
化
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
投
資
家
と
企
業
経
営
者
の
実
効
性
の
あ
る
対
話
を
実
現
す
る
た
め
に
も
会
社
法
改
正
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